
第10回 東北中央自動車道の利活用促進による
地域活性化協議会

東北中央自動車道（相馬福島間）について

令和６年３月２１日（木）

資料７
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⃝ 東北中央自動車道（相馬～米沢）の交通量は段階的な開通で増加しており、全体的に休日の方が平日に比べ交通量が多い。
⃝ 沿線ではR4.4.27に道の駅ふくしまが開業したこともあり、福島大笹生IC～米沢八幡原IC間で交通量が平日・休日ともに増加。

１．東北中央自動車道の交通量推移（各年６月平休別交通量）
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【各年6月の平日交通量の推移】
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１．東北中央自動車道の交通量推移 【交通流動の変化】

～ ～～

福島
県北地域

⃝ 常磐自動道・東北中央自動車道（相馬～福島）の高規格道路ネットワークの整備に伴い、並行直轄国道を含む断面交通量が大幅に増加。
⃝ 会津・福島県北～仙台空港や、茨城～福島県北等の広域利用において、従来ルートから常磐道や東北中央自動車道（相馬～福島）経由に転

換する等効率的なルート選択が可能となり、高規格道路ネットワーク活用による地域間流動が変化。
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関東方面
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【相馬福島道路沿線道の駅の声】
■北関東からの飯坂温泉へのツアー帰りなど、観光バスの立寄りが増加
しました。

■東北中央道（相馬～福島）は茨城～東北を結ぶ新たなルートであ
り、磐越道経由に代わり選ばれるようです。
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▼福島県県北地域～仙台空港エリアの経路選択の変化

出典：ETC2.0データ▼仙台空港⇔会津の高速バス

会津⇔仙台空港の高速バスルート

従来（東北道経由）
整備後（相馬～福島経由）

茨城⇔飯坂温泉の観光バスルート
従来（磐越道経由）
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【会津若松市バス会社の声】
■仙台空港への所要時間が東北道経由と同程度となり、東北中央道
（相馬～福島）に変更しました。

■ルートの変更後は、福島～相馬間などの需要も取り込み乗車人数が
増加したうえ、安定した運行が可能になりました。

▼主要断面交通量（高規格幹線道路＋並行直轄国道）の変化
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※断面は高規格道路と並行直轄国道の合計値（未供用区間は直轄国道のみ）
※R115現道交通量はR3.10.14(木)の実測値を使用
※四捨五入の関係で表示上合計値が合わない箇所あり
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⃝ 東日本大震災後、東北中央自動車道や相馬港の復旧・復興により相馬地方の工場の新増設件数や設備投資額が増加。
⃝ 相馬港に新たに立地した鉄鋼加工メーカーは、東北中央自動車道を利用し、福島県内のみならず山形県等へも取引を拡大。
⃝ 東北中央自動車道（相馬～福島）の全線開通により、輸送時間が短縮され、被災地の産業活性化を支援。

２．これまでのストック効果の紹介 【産業】

P3

▼鉄鋼加工メーカーの輸送効率化の事例▼相馬港および周辺工業団地の企業立地状況
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【東北中央自動車道開通による物流効率化】
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【山形県・福島県内企業との取引額の変化】
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■相馬港へはH30年6月に進出し、東北中央自動車道の開通を
機に福島 県内や山形方面への取引の新規開拓、拡大を実現

■今後、東北中央自動車道のさらなる延伸により、秋田県への輸
送も計画

1日２往復できず

7:30 17:00

【鉄鋼加工メーカーの声】
■東北中央自動車道の開通を機に

相馬港に進出し、納期短縮により山
形方面への顧客獲得、取引増加に
繋がっています。

■物流効率化で山形方面と福島の中
通り方面への輸送は1台2往復が可
能となり製品輸送に必要な台数も
縮減しました。 （R3.1ヒアリング）

▼福島・相馬地域※における工場新増設件数（累計）の推移
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２．これまでのストック効果の紹介 【リダンダンシー】
⃝ 東北中央自動車道（相馬～福島）と並行する国道115号は特殊通行規制区間などの通行止めリスクが存在し、令和元年東日本台風では法面崩

落により約200日間の通行止めが発生。
⃝ 東北中央自動車道（相馬～福島）の開通でダブルネットワークが形成され、通行止めリスクが解消。
⃝ 東北縦貫自動車道の通行止めの際には、約２割の交通が東北中央自動車道（相馬～福島）を利用して仙台方面へ迂回し、広域的な代替ルート

としての機能も発揮。

◀自衛隊員に
救出される地元住民
（R1.10.14撮影）

国道115号
法面崩落と倒木▶
（R1.10.13撮影）
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▼東北縦貫自動車道通行止め時の福島～仙台間の利用ルート割合

P4

（国道115号で約200日の通行止め）【相馬市玉野地区住民の声】
■玉野地区の住民は勤務先、買物、通院も
相馬市内に行く者が多く、国道115号の通
行止めは死活問題であった。過去には長期
間の通行止めも発生して、長期間生活に支
障が生じた。

■現在では、長期間の通行止めは発生しなく
なったので、大変助かっている。

（R2.10ヒアリング）

資料：ETC2.0データ（R3.6.13（日））15～18時
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丸森町役場

南相馬市

新地町

丸森町

特殊通行規制区間
（落石崩壊）
Ｌ=11.5㎞

福島市

相馬市

福島松川スマートIC
南相馬IC

南相馬鹿島
スマートIC

伊達市

桑折町

国見町

白石市

川俣町役場

▼相馬～福島間の通行止めリスク
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特殊通行規制区間
（落石崩壊・岩石崩壊）

Ｌ=8.0㎞

霊山飯舘IC

山元南
スマートIC

事前通行
規制区間

事前通行
規制区間

事前通行規制区間

事前通行
規制区間

事前通行
規制区間

事前通行
規制区間

事前通行
規制区間

事前通行
規制区間

事前通行
規制区間

事前通行
規制区間

特殊通行
規制区間

特殊通行
規制区間

特殊通行
規制区間

特殊通行
規制区間

特殊
通行
規制
区間

115

事前通行
規制区間

特殊通行
規制区間

【凡例】
通行不能箇所
孤立件数●軒

迂回路として機能

▼R1.10 令和元年東日本台風の被災状況

399

【凡例】
開通前ルート
開通後ルート
迂回ルート
事前通行規制区間
特殊通行規制区間



道の駅国見
あつかしの郷

（H29.5.3オープン）

２．これまでのストック効果の紹介 【観光】
⃝ 東北中央自動車道沿線の相馬市・伊達市・福島市・米沢市は開通を見越して、道の駅等の観光交流施設を整備。
⃝ 道の駅「米沢」では開業4年で累計来場者数が600万人を達成、道の駅「伊達の郷りょうぜん」も4年で500万人を達成。
⃝ 復興シンボル施設としてオープンした「浜の駅松川浦」は、東北中央自動車道（相馬～福島）の全線開通後のGWに県北や県中・県南・会津方面か

らの来訪客が大きく増加。令和4年度のGWでは、震災以降途絶えていた「浜焼き」が再開され、誘客に向けた取り組みによる観光交流の拡大に寄与。

P5

▼道の駅来客者数推移（累計）

『開通からの来訪者の推移』
■道の駅 米沢 ■道の駅 伊達の郷りょうぜん ■浜の駅 松川浦 ■道の駅 ふくしま

(山形県米沢市) （福島県伊達市） （福島県相馬市） （福島県福島市）

福島大笹生IC

相馬IC霊山IC
霊山飯舘IC

相馬玉野IC 相馬山上IC

伊達桑折IC

E13

E４

E13

桑折JCT

道の駅そうま

相馬市伊達市
福島市

米沢市

山形県 宮城県
福島県

いいたて村の道の駅
までい館

（H29.8.12オープン）

E6

道の駅
伊達の郷りょうぜん
（H30.3.24オープン） 南相馬鹿島SIC

349

113

399

115

115
114

4

13

6

相馬港

福島市役所

福島県庁

相馬市役所

新地町役場

伊達市役所

飯舘村役場

国見町役場

丸森町役場

川俣町役場

349
399

福島松川SIC

福島飯坂IC

米沢八幡原IC

米沢中央IC

米沢北IC

121

国見IC
桑折町役場

伊達中央IC

福島JCT

福島西IC

山元南SIC

道の駅ふくしま
（R4.4.27オープン）

道の駅米沢
（H30.4.20オープン）

道の駅川俣
（R2.6.19リニューアル）道の駅つちゆ

松川浦地区

尾浜こども公園
（R2.10.16オープン）

『全線開通により、
広域からの来訪者割合が増加』

■松川浦周辺エリア（福島県相馬市）

東北中央自動車道（福島～米沢）
（H29.11.4全線開通）

東北中央自動車道（相馬～福島）
（R3.4.24全線開通）

【道の駅りょうぜん
駅長の声】

■道の駅を近くに感じても
らえるようになった。

■生産者も訪れやすくなる
ため、より多くの地域の
農産物を扱えると期待。

■交流人口は間違いなく
増えると思う。
（だて市政だより2021年6月号より）

浜の駅 松川浦
（R2.10.25オープン）

【相馬市観光協会の声】
■GWに実施した浜焼きは福島や山形から来訪される方が

多く、非常に好評だった。
■東北中央自動車道（相馬～米沢）が整備されたことで、
R4.6に遠方の道の駅米沢でも浜焼きを実施することが
できた。

■東北中央自動車道（相馬～米沢）を走行することで所
要時間が短縮され、浜焼きに使用する水産物の鮮度向
上に貢献している。（R4.7ヒアリング）

▼浜の駅松川浦

出典：米沢市、伊達市、相馬市 ※最新値：R4.5.8までの入込客数

▼松川浦地区への来訪状況の変化

出典：ETC2.0（各年5月休日）

41.3%

33.0%

4.2%

7.0%

4.9%

7.1%

16.0%

25.1%

2.1%
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相馬 いわき・双葉 県中・県南・会津 県北
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11.3％
増加

相馬福島道路を通る広域の移動

0

100
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300

400

500

600

700
道の駅「伊達の郷りょうぜん」
道の駅「米沢」
浜の駅「松川浦」

(万人)

開業1年目
約179万人来客

開業2年目
約378万人来客

開業3年目
約518万人来客

開業4年目
約668万人来客 R4.5.8時点

約680万人来客

開業1年目
約155万人来客

開業2年目
約282万人来客

開業3年目
約401万人来客

開業4年目
約524万人来客

R4.5.8時点
約554万人来客

開業1年目
約63万人来客

道の駅「ふくしま」
約1万人来客

（R4.4.27オープン）

R4.5.8時点
約94万人来客

米沢市役所

県庁
市役所・町村役場

H30.4.20
オープン

H30.3.24
オープン

R210.25
オープン
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２．これまでのストック効果の紹介 【医療】
⃝ 第三次救急医療機関がない相馬地方沿岸部では、約８割が福島県立医科大学附属病院へ搬送。
⃝ 現道は急カーブなど線形不良箇所が多く、搬送時の患者容体への影響が懸念。
⃝ 搬送時間の大幅な短縮、安定した搬送が可能となり、「命の道」として迅速な救急医療施設への搬送と安定性向上を支援。

▼東北中央自動車道と国道115号の左右加速度▼第三次救急医療機関への搬送割合（H21～Ｒ２）

相馬市
伊達市

E4

E6

115

６

４

1313

４

E13

資料：ETC2.0(R3.10)

福島市

飯舘村

第三次救急医療機関
福島県立医科大学附属病院

霊山IC
霊山飯舘IC

福島JCT
福島飯坂IC

福島西IC

福島松川SIC

南相馬鹿島SIC

福島大笹生IC

【消防本部の声】
■急カーブ、急な坂道が無

くなり、患者や医療スタッ
フの負担が軽減しました。

（R3.6ヒアリング）

資料：相馬地方広域消防本部

20％
沿岸３市町

仙台方面
仙台市立病院等

いわき方面
いわき市医療センター

5％
沿岸３市町から75％搬送

福島市
相馬市

南相馬市

新地町

全搬送件数：1,412件（Ｈ21～Ｒ２）
うち、福島方面 1,066件（75%）
うち、仙台方面 271件 （20%）
うち、いわき方面 75件 （5%）

沿岸３市町から第三次救急医療施設への搬送件数

Ｈ29.3月の開通以降
4年間で91件の
救急搬送実績

福島方面
福島県立医科大学

附属病院

搬送先の選択肢増
国道115号
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東北中央自動車道
（相馬～福島）

東北中央自動車道（相馬～福島）

※±0.25G以上の左右加速度の発生回数

伊達中央IC

相馬玉野IC

伊達桑折IC桑折JCT

相馬
山上IC 相馬IC

(回/台)

(回/台)

P6

- 加速度(横揺れ)による人体への影響-
左右加速度が±0.15Gを超過すると、最高血

圧の変動量が10mmHgを超過する傾向が強
く、患者の安静度に影響を与える
参考文献： 地域の医療を支援する道路構造の分析・評価

（第27回日本道路会議）

【凡例】
開通前ルート
開通後ルート

■全線開通すれば、搬送時間短縮と患者負担
軽減が期待でき、内陸方面の搬送の選択肢
も増えるため、相馬福島道路を利用し東北道
で降りることになると思います。

出典：相馬地方広域消防本部ヒアリング結果（Ｒ2.10）

整備前
緊急車両の走行に支障 至 相馬市

至 福島市

整備後 冬期も安定した走行を確保
84分

60分

530回

10回
0

100

200

300

400

500

600

0

20

40

60

80
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120

開通前
ルート

開通後
ルート

左
右
加
速
度
発
生
回
数

搬
送
時
間

(分) (回)

所要時間
24分短縮

加速度発生回数
大幅減

⇒急カーブ回避により
安全性も確保

(分、回)

資料：【搬送時間】平成27年度全国道路・街路交通情勢調査（昼間12時間平均旅行速度）
※東北中央道（相馬～福島）の区間は80㎞/ｈで算出
【左右加速度発生回数】ETC2.0データ（R3.10）

▼相馬市内～福島県立医科大学附属病院への搬送時間・
左右加速度発生回数の比較


